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1はじめに
　大阪市立大学の前身である大阪商科大学が大阪市住吉区杉本町に場所を定めてより、2014
年でちょうど 80 年になる。本学の象徴的な建造物である一号館などの学舎群は、1933（昭和 8）
年から 1935（昭和 10）年にかけて竣工している。近代モダニズム建築という観点から杉本学
舎を考察したものとして中嶋節子（1）や小池志保子（2）による開拓的な調査研究があり、これまで
多くの学舎が詳しく紹介されてきた。
　だが、その中の附属建物であった暖房汽罐室については、あまり注目されてこなかった。拙
稿「本学夜間課程に関する資料─Ⅱ部サークル協議会資料と第 4 合同部室の調査について─」（3）
では、商科大学の施設として竣工した学部暖房汽罐室は第 4 合同部室として現在も存在し、本
学夜間課程（第 2 部）の課外活動団体の入居施設として長らく使用されてきたことを紹介した。
また 2013 年 12 月に行われた本学大学史資料室による一号館地下書庫の調査では、戦前期か
ら接収期にかけての杉本学舎に関する資料が数多く発見された。商科大学には先に述べた学部
暖房汽罐室のほかに予科・高商部暖房汽罐室も建設されており、戦前期は大学の暖房施設とし
て、接収期は占領軍専用の暖房給湯施設として、返還後はボイラ撤去によって別の用途に転用
されたという変遷を歩んできたことが分かった。
　本稿ではこの一号館地下書庫から発見された資料を中心に調査し、商科大学にあった両暖房
汽罐室の建築概要と歴史的変遷、そして暖房汽罐室に設置されたボイラの概要、最後に学舎接
収時の杉本学舎がどのような状況であったかを両暖房汽罐室の改修を通して明らかにしていく
ことを目的としている。「汽罐」とは、すなわちボイラのことであり、「汽缶」とも表記される
こともあるが、杉本学舎建設に関する資料にあった記述を踏襲し、ボイラ室を暖房汽罐室と書
くことにする。また、予科・高商部は現在の旧教養地区、学部は本館地区を意味するものである。
───────────────────────────────────────────────
　（1）　中嶋節子「大阪市立大学杉本キャンパスの近代建築について─近代モダニズム建築をめぐる一考察
─」『大阪市立大学生活科学部紀要』第 48 巻 （2000 年）。
　（2）　小池志保子「大阪市立大学昭和初期モダニズム学舎群の造形」『大阪市立大学史紀要』第 5 号（2012
年）。
　（3）　『大学史資料室ニュース』 第 18 号 （2014 年）10 ～ 12 頁。
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１．暖房汽罐室通史
1 － 1．序説
　商科大学暖房汽罐室は、予科・高商部と学部の 2 か所の地区に建設された（4）。杉本学舎は
第 1 ～ 3 期の工事と付帯工事という工期と、その他工事を加えて建設が進められ、1935（昭
和 10）年 2 月にすべての工事が完了している。その中で予科・高商部暖房汽罐室は第 2 期工
事の 1933（昭和 8）年 3 月に、そして学部暖房汽罐室は第 3 期工事の 1934（昭和 9）年 7 月
において竣工している。両暖房汽罐室の建設位置は図 1 に示す通りである。学部暖房汽罐室は、
現在の第 4 合同部室として存在しているが、予科・高商部暖房汽罐室は 1976（昭和 51）年に
解体されており現存していない。
　続いて両暖房汽罐室の建築概要について述べていく。予科・高商部、そして学部の暖房汽罐
室の設計は大阪市土木部建築課であり、施工は鹿島組（現・鹿島建設株式会社）である。両暖
房汽罐室はともに外観デザインや内部構造が酷似している。杉本地区に新築された学舎群につ
いては、大阪市建築課設計係技師であり、近代モダニズム建築運動に積極的だった伊藤正文に
よる監修がなされている（5）。よって暖房汽罐室も伊藤が得意としたモダニズムを基調とした設
計プランが加味されている。次に内部構造だが、両暖房汽罐室は一見して 2 階建てのように思
われるが、内部は 2 階部分がない吹き抜けの空間設計であり、ボイラ数基と煙道を設置できる
ようになっていた。その空間に接続して、吹き抜けの空間よりも一段低くなった石炭庫と、ボ
イラ技師のための宿直室（押入れ・浴室・土間・便所付）というスペースがあった。石炭庫上
部には石炭投入口があり、石炭庫屋上と地上を接続するスロープが作られていた。スロープを
渡って石炭を荷揚げし、投入口へ石炭を落とし込むようにしていた。石炭庫床面は傾斜してお
り、石炭を積載することにより、その重力によって石炭取り出し口への石炭の送り込みをスムー
ズにするためのものであった。煙突は建物から伸びた煙道と接続している。煙突の高さはおよ
そ 30m あった（6）。
───────────────────────────────────────────────
　（4）　1928（昭和 3）年 1 月の勅令第 7 号による大学令改正により、同年 3 月より大阪商科大学が創立した。
市立高等商業学校は商大高商部となり、大学予科と本来商学部に相当する商大学部が設置された。杉
本学舎へは 1933（昭和 8）年 3 月に茶臼山の仮校舎から予科と烏ヶ辻学舎から高商部が移転し、1934（昭
和 9）7 月年に烏ヶ辻学舎から学部が、1935（昭和 10）年 2 月に同学舎から経済研究所が移転し、全
部局の移転を完了した。杉本学舎には、大学学部、大学予科、高商部と、これらに加えて経済研究所
が併存するという形になっている。
　（5）　新建築社が発行した雑誌『新建築』（1933 年）において「設計は大阪市建築課にして主として伊藤
正文氏の手になるもので、施工は鹿島組である」と記されている。中嶋（2000 年）によれば、当時
の大阪市土木部建築課の数人が建築運動組織「日本インターナショナル建築会」の会員であった。
　（6）　「建築認可証綴　第拾四冊」（1932 年）の中に収められている「商科大学大学部暖房機関室設計図（平
面図・立面図・断面図）」にある書き込みでは「煙突高三〇米三〇糎」とあり、大阪調達局が作成した「返
還財産引渡調書（一括資料）」の附属図面には「Chimney D2,200M　Hight 35,000M」と記されていた。
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（注）『大阪商科大学要覧』（1935 年）にある大阪商科大学平面図を用いて筆者が作成した。①の地区が予科・
高商部で、②の地区が学部である。A が予科・高商部暖房汽罐室、B が学部暖房汽罐室の位置を示す。
 
表 1　予科・高商部および学部の暖房汽罐室の建築概要の比較
予科・高商部暖房汽罐室 学部暖房汽罐室
竣工年月 1933（昭和 8）年 3 月 1934（昭和 9）年 7 月
構　　造 鉄筋コンクリート造平屋建（暗渠付）
鉄筋コンクリート造
平屋建（一部地下室）
建築面積 252 ㎡ 293 ㎡
工　　費 1 万 7,204 円 2 万 697 円
設　　計 大阪市土木部建築課 同左（製図：本多正道）
施　　工 株式会社鹿島組 同左
状　　態 1976（昭和 51）年解体 現存
（注）『大阪市立大学百年史』全学編上巻 139 ～ 142 頁、『大阪商科大学要覧』（1935 年）にある工
事費明細表を参考にして筆者が作成した。
  
図 1　両暖房汽罐室の建設位置
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1 － 2．予科・高商部暖房汽罐室
　次にそれぞれの暖房汽罐室の概要と特徴、歴史的経緯について解説していくことにする。予
科・高商部暖房汽罐室の調査で使用した資料についてだが、この建物を撮影した数枚の写真が
残されており、そこから戦前時と接収期における建物の様子を詳しく見ることが可能であった。
「東久邇宮殿下台臨記念（写真アルバム）」（7）と、新建築社が発行した雑誌『新建築』（1933 年
発行・第 9 巻 4 号）（8）には、予科・高商部暖房汽罐室の全体写真があり、本学経営管理課が保
管していた「写真集 占領軍から返還状況」には、学舎返還後の杉本学舎を撮影した写真の中
に予科・高商部暖房汽罐室の内外を撮影した数枚の写真があった。竣工当時の設計図を発見で
きなかったため、学舎返還のための手続きで大阪調達局が作成した「返還財産引渡調書（一括
資料）」に添付されていた附属図面を参考にした（9）。これらの資料をもとに、各時代の建物の
様子を再現してみることにした。
　予科・高商部暖房汽罐室が建設された位置は、体育館と高商部校舎に囲まれたところにあっ
た。現在でいえば第 1 体育館北隣、全学共通教育棟（8 号館）東端あたりである。外観につい
て述べると、南面には大きな格子状のスチールサッシ窓を 1 つと、その横に円窓を縦に 2 つ
施されていた。北面は横一列に並んだ円窓が数個あった。予科・高商部暖房汽罐室の特徴を挙
げるとすれば、次の 2 つの設計であろう。まずスロープであり、これは西面から外に大きく伸
びるような設計で、スロープの両壁面には小さい円窓が左右計 6 か所と、上部が半円形に切
り込まれた出入口が左右計 2 か所に作られていた。階下は物置室に活用されていたようである。
もう 1 つは西側上部壁面の大きな円窓の存在である。この大きな円窓は両暖房汽罐室の中で一
番大きなものであった。全体写真についてだが「東久邇宮殿下台臨記念（写真アルバム）」で
は南東方向から、『新建築』では北西方向から建物を撮影された写真が掲載されていた（図 2）。
 
───────────────────────────────────────────────
　（7）　この写真アルバムには発行日などが掲載されていなかったので筆者が調査をしたところ、『大阪商
科大学学報』の中に、撮影された写真の内容に関係する記述があった。それによると 1934（昭和 9）
年 12 月 17 日に陸軍第 4 師団の師団長であった東久邇宮稔彦親王が、大阪商科大学教練査閲を視察の
ため来校していた。その折に撮影された記念写真をまとめたものが、この写真アルバムであることが
判明した。以上の出所は『大阪商科大学学報』89 ～ 148 号（1934 ～ 1935 年）より第 101 号（1934
年 12 月 5 日）と第 103 号（1934 年 12 月 19 日）である。
　（8）　本稿では原本ではなく、新建築社『復刻版 新建築』第 15 巻 不二出版（2008 年）を使用した。
　（9）　一号館地下書庫から発見された大阪調達局作成の「返還財産引渡調書」は複数冊あり、返還財産異
動状況明細書のほか分類別の附属図面（電気工事・土木工事・植樹関係など）が存在している。発見
された時点において、表紙や一部の文書や図面の欠損や破損、作成年月が記載されていない調書が幾
つかあった。本稿において、これら資料を出所として紹介する場合は「返還財産引渡調書（一括資料）」
とした。本資料の作成年は占領軍から学舎が返還された 1952（昭和 27）年と 1955（昭和 30）年以
降に集中している。調書には「JPNR4455　大阪市立大学」と調査対象物件名を記していたが、田中
ひとみ「占領軍による大阪市不動産の接収－大阪商科大学等のミリタリー・ターゲット指定問題を中
心として－」『大阪市立大学史紀要』第 1 号 （2008 年）21 頁によれば、この「JPNR4455」は占領軍
からの調達要求の番号である。1951（昭和 26）年 4 月 1 日付で発出されている。
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 （注）2 － 1：「東久邇宮殿下台臨記念（写真アルバム）」より。暖房汽罐室左横に見えるのが体育館（現・
第一体育館）で、その奥に見える建物が高商部校舎（旧・三号館）である。2 － 2：雑誌『新建築』
第 9 巻 4 号（1933 年） より。スロープを上がったところが石炭庫屋上である。スロープの壁面に小
さな円窓と出入口、建物中央上部には大きな円窓が見える。
2 － 1：南東方向から暖房汽罐室を撮影した写真
2 － 2：北西方向から暖房汽罐室を撮影した写真
図 2　予科・高商部暖房汽罐室の全体写真（1933 ～ 1934 年）
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　アジア・太平洋戦争終結後の 1945（昭和 20）年 10 月 7 日、占領軍は大阪商科大学杉本学
舎の接収を開始した。それに伴い、予科・高商部暖房汽罐室も米軍基地の施設として接収され、
改修を施されることになった。改修による予科・高商部暖房汽罐室の主な変化として増築が挙
げられる。建物の天井部分に小屋を、そして建物西面に接続して給水ボイラタンクを格納する
小屋が新設された。石炭庫屋上は屋上部分をすべて室内にした増築が施された。この時に北面
の円窓群と石炭投入口が埋設されてしまった。建物東側にあたる場所、つまり石炭庫前にはコ
ンクリート壁で囲まれた貯炭場が設けられた。接収による改修を経た予科・高商部暖房汽罐室
はこうした増築により戦前期の姿から変化した。1976（昭和 51）年まで学内にあったこの建
物の外観は、接収期に改修された結果であり、当時の学内を知る人々にとっては見覚えのある
姿ではないだろうか。
　より詳しく建物の様子をみるために図 3 と 4 を用いて、接収期の予科・高商部暖房汽罐室
の状況を解説する。図 3 より接収期における暖房汽罐室の内部の様子と増築物の構造について
確認できる。①の内部平面図にはボイラが 2 基（A・B）と給水ボイラタンク（C）の位置が
確認できる。竣工期の設計図がないために、改修前はどのようなボイラをどういう方向で据え
付けていたかは不明である。接収期におけるボイラの変遷については 3 節で詳しく解説するが、
ボイラ A は戦前期において商科大学に設置されていたヒノデボイラであり、ボイラ B はタク
マ式つねきちボイラ A-103 型というものであった。図 4 は学舎返還後に撮影された予科・高
商部暖房汽罐室の写真である。図 4・4－A の南面写真の左端に見える建物が給水ボイラタン
クの小屋である。図 4・4－B の東面写真において、側壁に沿って配置された煙道は、つねきち
ボイラ専用に新設されたものである。図 4・4 － C の西面写真を図 2・2 － 2 の雑誌『新建築』
にあった写真と比較すると、戦前期と接収期の違いが確認できる。図 4・4 － E は石炭庫屋上
に新設された増築物を内部から撮影した写真だが、「壁の円型はスチールサ
（ マ マ ）
ッシュ滅失、壁新
設を示す。床の円型は石炭投入口、蓋滅失、コンクリート床新設。」と添え書きがあった。こ
の写真では壁と床に埋設した痕跡が見える。図 4・4 － F の暖房汽罐室内部の写真では、内部
から見た南面の円窓 2 つを確認できる。
　学舎返還後、本学ではボイラによる暖房機能は求められず、大学施設としてのボイラ設備は
廃止された。これ以降、この建物は長らく理科系実験室の倉庫として転用されることになった。
学生運動が激しかりし頃は、中核派の活動場所として建物の一部のスペースを占拠されていた
そうである。1975（昭和 50）年 6 月 4 日の朝、現在の旧教養地区構内において発生した革マ
ル派と中核派の乱闘事件では、中核派活動家がここから出撃したということで、警察による現
場検証が行われ、建物内部に隠された鉄パイプやゲバ棒などが押収された。この翌年の 1976（昭
和 51）年に旧「予科・高商部暖房汽罐室」は解体された。現在その場所には、全学共通教育棟（8
号館）が建設されている。
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予
科
・
高
商
部
暖
房
汽
罐
室
の
図
面
（
19
56
年
） 
（
注
）
大
阪
調
達
局
「
返
還
財
産
引
渡
調
書
（
一
括
資
料
）」
に
附
属
さ
れ
て
い
た
「
T
.3
17
.市
立
大
学
汽
缶
室
附
属
図
面
」
よ
り
。
各
建
物
の
図
の
区
別
を
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
筆
者
が
区
分
線
を
書
き
加
え
て
い
る
。
①
と
②
図
の
左
側
が
北
方
向
に
な
る
。
⑥
の
T
-3
17
A
は
新
設
タ
ン
ク
室
、
⑦
の
T
-3
16
A
は
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら
は
予
科
・
高
商
部
暖
房
汽
罐
室
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
て
い
た
。
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4 － A：南面
4 － C：西面
4 － E：石炭庫屋上に新設された増築物の内部
4 － B：東面
4 － D：石炭庫内部
4 － F：汽罐室内部
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4 －補：図 4 － A ～ F が撮影された場所を示した平面図
図 4　占領軍接収解除後の予科・高商部暖房汽罐室の写真と撮影ポイント
（注）4 － A ～ F：大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」に収められていた写
真より。4 －補：筆者が図 3 の①と②の平面図をトリミングして、それぞれの撮影場所をアルファベッ
トで示した。
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1 － 3．学部暖房汽罐室
　学部暖房汽罐室の調査のために活用した資料についてだが、先述の予科・高商部暖房汽罐室
のように戦前期から学舎返還直後の期間に撮影された建物全体や内部の写真を数多く発見する
ことができなかった。しかしながら、竣工時、学舎返還時、後に改修されて第 4 合同部室となっ
た時の各設計図と、戦後に撮影された空中写真、そして何よりも第 4 合同部室として現存して
いる建物自体を調査することにより、竣工から現在にまでの学部暖房汽罐室の変遷を把握する
ことができた。
　学部暖房汽罐室は、予科・高商部暖房汽罐室よりも 1 年あまり遅れて、学部本館（現・一号館）
と同じく 1934（昭和 9）年 7 月に竣工した。建設位置は現在でいえば本館地区の東端中央部
で、一号館の東側の本館地区敷地内の境界に接した場所であり、本館地区食堂（南食堂）の南
向かいの位置にある。まず竣工時の学部暖房汽罐室について解説すると、こちらの建物の方が
予科・高商部暖房汽罐室と比べて若干建築面積が広かった。内部と外観については、一号館地
下書庫から発見された「建築認可証綴　第拾四冊」（1932 年）の中に収められている「商科大
学大学部暖房機関室設計図（平面図・立面図・断面図）」から詳しく調査することができた（図 5）。
この設計図にある決裁欄の製図者のところには「本多」と読める印鑑が押されており、これは
本多正道の手による製図であるということが確認できた。当時、本多は大阪市土木部建築課の
設計係技手であり京都帝国大学出身（昭和 2 年）という経歴を持ち、伊藤正文と共に建築運動
組織「日本インターナショナル建築会」に参加した人物でもあった（10）。
設計図によれば建物の大きさは南北 15.0m・東西 20.0m・高さ 9.6m（石炭庫と宿直室のある空
間の高さは 4.8m）である。内部の南側の一部には地下室が設けられており、その大きさは南
北 3.7m、東西 10.0m、深さ 1.8m である。地下室はボンプピットの設置場所として、上部はタ
ンク置場として使用されるものとして記述されていたが、地下室の天井部分にあたる構造物の
有無については設計図において確認できなかった。予科・高商部暖房汽罐室と同様に石炭庫、
宿直室があり、ボイラを 2 基据え付ける基礎部分が書かれている。外観は西面に大きなガラス
張りの角窓が 2 つと、左右の端に小さな円窓があり、これらは電扇（ファン）の取付予定位置
であると設計図には書かれていた。スロープは東側壁面に沿うように配置されていた。このス
ロープを上がった石炭庫の屋上に石炭投入口が 2 つと、東面上部に円窓が横並びに 5 つ作ら
れている。内部構造は 2 階がない吹き抜けの空間設計であるものの、内部の南壁面に沿うよう
に階段と渡り通路が設置されていて、これはボイラ上部の煙道や配管のメンテナンス作業、窓
の開閉を行うための目的で使用されたものと考えられる。各部分の位置については図 5 の中で
示した通りである。
───────────────────────────────────────────────
（10）　本多については中嶋（2000 年）8 頁の「［表 2］大阪市土木部建築課の構成員」より確認した。本
多の他の業績を調査してみると東学社が発行した『実用建築講座⑦』（1935 年）において、クラブ建
築に関する執筆を行っていた。同書では伊藤正文がダンスホール建築に関する項目を執筆していた。
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5　
学
部
暖
房
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基
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設
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図
（
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者
復
元
）
（
注
）
大
阪
市
立
大
学
経
営
管
理
課
保
管
資
料
「
建
築
許
可
証
綴
 第
拾
四
冊
」（
19
32
年
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
商
科
大
学
 大
学
部
暖
房
機
関
室
設
計
図
 （
平
面
図
・
立
面
図
・
断
面
図
）」
よ
り
。
当
設
計
図
は
劣
化
に
よ
る
破
損
や
欠
損
が
あ
っ
た
た
め
、
筆
者
が
部
分
的
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
修
正
し
な
が
ら
復
元
し
た
。
ま
た
便
宜
上
、
図
の
内
容
を
一
覧
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
も
行
っ
て
い
る
。
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　終戦後、予科・高商部暖房汽罐室と同じく学部暖房汽罐室も占領軍により接収され、改修を
施された。学部暖房汽罐室の増築部分としては、石炭庫および宿直室の屋上に給水ボイラタン
クが設置され、それを格納する小屋が新設された。この時に建物東面上部の円窓群や石炭投入
口は埋設されなかった。それと西面前には貯炭場が設けられた。増築部分はこれらのみである
が、内部はボイラの新設などで随分と改変されている。
　図 6 から接収期における内部の様子がよく分かる。図 5 と比較すると、ボイラは 2 基から 3
基に増設されている。しかも据え付け位置が戦前期とは異なり、東西に 3 基を並べて設置して
いる。図では煙道は外側に書かれているが内部にあった。石炭庫および宿直室の屋上には給水
ボイラタンクを格納した小屋が増築されているのが分かる。図 7 は返還後の学部暖房汽罐室の
全体像を見ることができる空中写真である。
 
①汽罐室内部平面図　②汽罐室屋上平面図　A と B. ボイラ（B&W ボイラ）　C. ボイラ（つねきちボイラ）
D. 石炭庫　E. スロープ　F. 宿直室　G. 煙道　H. 貯炭場　I. 給水ボイラタンク室　J. 給水ボイラタンク
図 6　接収期に改修された学部暖房汽罐室の平面図（1952 年）
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」にある「汽罐室平面図」より。図の左側が北方向となる。
右上の決裁欄には「汽缶室 新 平面図」「ボイラ室 新設 平面図」と記載されていた。つねきち・B&W
のボイラについては 3 節にて詳しく解説する。
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図 7　占領軍接収解除後の学部暖房汽罐室
（注）7 － 1：「田中記念館から寄贈された写真資料」より。写真資料には昭和 34 年 2 月と添え書きがあっ
た。学部暖房汽罐室は写真右端の煙突のある建物である。暖房汽罐室の左下に学部本館（現・一号館）、
左横のＬ字形にみえる建物が経済研究所、さらに左に行くと、書庫と図書館（現・学生サポートセン
ター）が見える。7 － 2：図 7 － 1 と同じ寄贈写真資料の中にあった別角度から撮影された空中写真で、
その一部を拡大した。貯炭場がはっきり見え、暖房汽罐室周辺の様子がよく分かる。7 － 3：大阪市
立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」より。写真集で確認できる日付は昭和 33
年 6 月である。この写真では石炭庫・宿直室屋上にタンク室が存在していることを確認できる。
7 － 1：学部本館（現・一号館）周辺を撮影した空中写真
7 － 2：学部暖房汽罐室の拡大写真 7 － 3：高商部校舎から見える学部暖房汽罐室
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　学舎返還後はボイラ暖房設備の廃止に伴い、旧「学部暖房汽罐室」は倉庫として転用された。
そしてある出来事が契機となって再改修されて現在の第 4 合同部室となった。1970（昭和 45）
年 3 月 3 日、木造トタン葺き平屋建であった当時の第 2 部サークルボックスが焼失するとい
う出来事があった（11）。その焼失した第 2 部サークルボックスの代替施設として、旧学部暖房
汽罐室が第 4 合同部室として再利用されることになったのである。再び改修工事を経て 1971
年 3 月に第 4 合同部室として竣工し、今度は学生の課外活動の場として使用される施設とし
て再転用されたのである（12）。現在も同じく部室棟として使用されている。すなわち、第 4 合
同部室は学部暖房汽罐室の後の姿であり、本学に唯一残されたボイラ施設の遺構である。第 4
合同部室は部室棟として改修を施されたものの、竣工時の設計図にあるような部分を今も残し
ている。
　最後に、現在の第 4 合同部室の概要について紹介しておくことにする。設計は大阪市建築局、
改修請負業者は新
あたらしこうむしょ
工務所である。延面積 471 ㎡、鉄筋コンクリート 2 階建、部屋数 16 室、工
費は 986 万円を要した。主な改修内容は、内部に 2 階部分の増築、煙突およびスロープの撤
去、外壁塗装などである。内部は鉄骨を組み上げて 2 階構造とし、図 8・8 －補にあるように
部屋割りを行っている。１階に 9 室、2 階に 7 室あり、それぞれに広さが異なっている。天井
板を備えている部室もあるが、天井が高くコンクリート面のままで、柱や梁が剥き出しの部室
も存在する。2 階への階段があり渡り廊下が巡っている。地下室は閉じられており、その存在
の有無さえも確認することができない。地下室が無くなった時点は接収期なのか、あるいは第
4 合同部室としての改修時なのかは不明である。そして完全に埋設されたのかどうかも不明で
ある。スロープは完全に撤去されているが、旧石炭庫であった場所に作られた部室の天井には
石炭投入口であった空洞がそのまま残されており、現在は天窓として機能している。東面上部
に横並びで配置された 5 つの円窓は竣工時の位置のままで、これらにはプラスチック製のバブ
ル形シールドが嵌め込まれている。西面は随分と変化しており、中央下部に出入口とその上に
大きなサッシ窓、その横にバブル形シールドを嵌め込まれた２つの円窓が新設されている。出
入口は西面と南面の 2 つでシャッターが装備されている。内部に 2 階が増築されたことにより、
竣工時の設計図で見られるような広い空間はもはや存在しないが、階下通路から建物天井まで
は吹き抜けになっており、剥き出しになったコンクリートの太い柱や梁を簡単に見ることがで
きる。
───────────────────────────────────────────────
（11）　『朝日新聞』「入試中に出火 大阪市大」1970 年 3 月 5 日朝刊より。
（12）　この頃に第 2 学生ホールと第 3 合同部室も同じく竣工している。旧・第 2 部サークルボックスは第
2 学生ホールの場所に存在していた。『大阪市立大学百年史』全学編上巻 588 頁を参照。
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8 －補：第 4 合同部室 1 階・2 階平面図（図 8 － A ～ I の写真を撮影した場所を筆者が加筆。）
図 8　現在の第 4 合同部室の平面図および外観と内部の写真
（注）8 － A ～ I：2013 ～ 2014 年にかけて筆者が建物を撮影した写真。8 － C では東面上部の円窓群が見
える。8 － G と H は東面円窓を内部から見た様子である。8 － I の写真では、天井部分にかつての石
炭投入口が見える。8 －補：大阪市立大学経営管理課の高橋保夫氏より提供された図面。平面図上が
北方向である。平面図右側の部分は現在と異なる描写（撤去された元スロープ部分）がある。しかし
第 4 合同部室の現状をほぼ確認できる設計図として参考になる。
8 － A：南西方向
8 － D：1 階内部
8 － G：2 階内部・東側壁面
8 － B：北西方向
8 － E：2 階内部
8 － H：2 階部室の内部（04B03 室）
8 － C：南東方向
8 － F：建物天井部
8 － I：旧石炭庫の部室（04A09 室）
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1 － 4．小括
　以上で竣工から現在に至るまでの商科大学暖房汽罐室の概要を説明し、杉本学舎の中での歴
史的存在を確認した。戦前期では商科大学において、接収期では米軍基地において両暖房汽罐
室はまさしくボイラを稼働するための施設として利用され、その使命を全うした。学部暖房汽
罐室のみが現在の第 4 合同部室として今日に至っており、杉本地区に唯一残されたボイラ施
設の遺構となる。ボイラ施設という裏方の存在であったせいなのか、建物の由来などについて、
これまで殆ど意識されずにいた。ましてや本学における昭和モダニズム建築群の一つとして存
在価値を再評価される機会も得られなかったが、本学が杉本学舎においてその歴史を刻み始め
た頃から、この建物も一号館などと同じように本学で起こった様々な出来事を見守り続けてき
た「生き証人」なのである。
２．商科大学時代のボイラ
2 － 1．ボイラ資料の発見 
　商科大学時代の暖房汽罐室は文字通り学舎の中央暖房設備の中心的存在であった。中央暖房
とは現在でいうセントラル・ヒーティングのことであり、１つの場所に熱源発生装置を設け、
そこから熱源を各室に供給し暖房するという方式である。当時、商科大学では暖房汽罐室と各
学舎を繋ぐ暖房用配管が巡らされており、そこに熱源としてボイラで発生させた蒸気を通し、
各室に備えつけられたラジエータ（放熱器）により熱放出させて暖房を行っていた。両暖房汽
罐室の建物については設計図や写真、建築概要を記した文書などが多く残されており、その調
査には大きな進展があったものの、ボイラ設備については、なかなか有力な手掛かりを得るこ
とができなかった。ところが一号館地下書庫内の調査において「ケワニーボイラー」と書かれ
た封筒が発見されたことにより調査が好転した。その封筒内にはボイラに関する複数の資料が
収められており、商科大学時代に納入されたボイラの図面も含まれていた。これによりボイラ
設備に関する調査研究が大幅に進んだ。
　封筒の中には、占領軍からの返還財産の手続きに当って、ボイラの所有権と戦時中の供出に
よる旧日本海軍の使用の有無につき確認を求める大阪調達局からの問合せ文書の写しほか、大
学関係者による情報収集メモ、ボイラの更新検査願の写し、そして「ヒノデボイラ第 4024 号」
の図面などが同封されていた（13）。資料の内容から大阪調達局は大阪市側に予科・高商部の地
区が占領軍から返還される時に返還財産の対象となっていたヒノデボイラの所有権の確認を求
めていたこと、そして大阪市側が大阪調達局に回答するために関係者への聞き取り調査を行い、
───────────────────────────────────────────────
（13）　これら資料を次のように名称づける。大阪調達局「ボイラ所有権に関する資料（一括袋入）」。大阪
調達局は米軍の施設、区域の提供などを所掌する調達庁の支局である。調達庁の前身である特別調達
庁は、占領期の調達業務を行う機関として 1947（昭和 22）年に設置され、1952（昭和 27）年に改組
されて調達庁となった。
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ヒノデボイラに関する資料を集めていたことが分かった。資料についての分析調査は途上であ
るが、杉本学舎落成時にヒノデボイラというものを据え付けたことが明らかとなった。本節で
は、このヒノデボイラとはどういうものなのかを概説し、「ヒノデボイラ第 4024 号」の詳細
について解説を進めていく。
2 － 2．ヒノデボイラ第 4024 号
　ヒノデボイラは大阪高尾鉄工所（現・株式会社高尾鉄工所）が製造したケワニー型ボイラの
商品名称である。ケワニー型ボイラとは煙管式の丸ボイラである。煙管式とは円筒形のドラム
内に煙管を数本配し、そこに石炭などで発生させた高温の燃焼ガスを通すことでドラム内の水
を加熱し、蒸気を得るというタイプである。図 9 は発見されたボイラ図面「ヒノデボイラ第
4024 号分解其ノ一・同組立図」である。これによるとヒノデボイラ第 4024 号は、長さ 6,730mm、
高さ 3,075mm、幅 2,890mm という寸法で、常用圧力 7kg/ ㎠、試験圧力 12kg/ ㎠である。決
裁欄の設計年月を見ると、分解其ノ一では昭和 9 年 5 月、組立図では昭和 9 年 6 月と記され
ていた。大阪高尾鉄工所は 1908（明治 41 年）3 月に大阪府西成郡鷺洲町で創業した。昭和初
期には各種ボイラ、工場用天井クレーン、真空ポンプ、自動車部品などを製造し、占領期には、
国内市場や米軍基地向けの多数のボイラを製造していた。現在は大阪府豊中市に本拠を置き、
炉筒煙管ボイラをはじめとする各種ボイラや付属機器の製造販売と工事を行っている。ヒノデ
ボイラは戦前戦後を通じて主力商品であり、昭和 30 年代まで製造された。
9 － 1：ヒノデボイラの分解図
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　では、ヒノデボイラ第 4024 号とは、どのようなボイラであり、商科大学に納入されていっ
たのかを調査するために同ボイラを製造した株式会社高尾鉄工所技術部において聞き取りを
行った（14）。高尾鉄工所に保管されていた納入実績帳にはヒノデボイラを商科大学へ納入した
記録が残されており、そこには、1934（昭和 9）年 8 月 30 日に「ヒノデ番号 4024 の製作番
号 804」の 1 基を納入したと記されている。他にヒノデボイラを数基納入したのではないかと
推測していたが、納入実績帳ではこの 1 基の記録のみしか得ることができなかった。そして
「ヒノデ番号 4024」が示す意味であるが、これはヒノデボイラの寸法別を示す汽罐番号である。
ヒノデボイラには数種類のモデルがあり、その中で 4024 号は 4000 型のモデルに当たる。昭
和 15 年頃に発行された大阪高尾鉄工所の「製品要目（カタログ）」には、「ケワニー型ボイラ ・ー
上向通風 4000 型」のモデル写真（図 10・10 － 1）と寸法表が掲載されており、その寸法表
にある汽罐番号 4024 の項目について注目すると、図 9 のヒノデボイラ第 4024 号の両図面に
記載されていた寸法とおおよそ合致していた。この確認調査で明らかになった点は、大阪高尾
鉄工所製ヒノデボイラ上向通風 4000 型モデルのうち、汽罐番号 4024 の 1 基（製造番号 804）
が 1934（昭和 9）年 8 月 30 日に大阪商科大学へ納入されたということである。商科大学では
数基のボイラが設置されていたと十分に考えられることから、さらなる調査の必要性があり、
───────────────────────────────────────────────
（14）　2014 年 6 月 24 日において高尾鉄工所技術部の大塚馨一氏から聞き取り調査を行った。
9 － 2：ヒノデボイラの組立図
図 9　大阪高尾鉄工所製 ヒノデボイラ第 4024 号分解および組立図（1934 年）
（注）大阪調達局「ボイラ所有権に関する資料（一括袋入）」にあった「ヒノデボイラ第 4024 号分解其ノ一」
（9 － 1）・「同組立図」（9 － 2）より。発見されたのはこの 2 枚の図面のみである。
大阪商科大学・大阪市立大学における暖房汽罐室の変遷 19
今後の課題として残しておくことにする。
　さて、大阪調達局が問い合わせていたヒノデボイラに話を戻すと、「写真集　占領軍からの
返還状況」の、予科・高商部暖房汽罐室の内部を撮影した写真の中に、ヒノデボイラの姿が写
り込んでいるものが 1 枚だけあった（図 11・11 － 1）。これこそまさしく大阪調達局が所有権
を問い合わせていたヒノデボイラである（これが製造番号 804 のボイラであるとは断言でき
ない）。所有権の確認に伴う処理の結果内容や、そして市立大学におけるボイラ設備の廃止に
より、このヒノデボイラ 4000 型 4024 号はどうなったのかについては、今のところ全く分かっ
10 － 1：ヒノデボイラ 4000 型のモデル写真
11 － 1
10 － 2：ヒノデボイラ 4000 型モデルの概要図
11 － 2
図 10　ヒノデボイラ上向通風 4000 型のモデル写真と概要図
（注）1940（昭和 15）年頃に大阪高尾鉄工所が発行した「製品要目（カタログ）」の 6 頁より転載。昭和
9 年 8 月 30 日に商科大学へ納入された製造番号 804 と同型ボイラである。
図 11　予科・高商部暖房汽罐室内に設置されたヒノデボイラ
（注）11 － 1：大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集　占領軍より返還状況」より。写真右端に写り
込んでいるボイラがヒノデボイラである。11 － 2：図 3 の①汽罐室内部平面図を用いて 11 － 1 につ
いて解説すると、A の位置から暖房汽罐室内部の撮影が行われている。①がヒノデボイラ、②が煙道
で写真の上部にある黒い円筒形のものである。暖房汽罐室東面の③出入口と④角窓も写っている。こ
の写真ではボイラの大きさや煙道の配置の様子が確認でき、内部が吹き抜けの空間である様子もよく
分かる。
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ていない。杉本学舎落成から学舎返還時までの間に、途中で供出という事態に遭遇したかも知
れないが、およそ 20 年間にわたり杉本学舎と関わり続けてきた老練ボイラということができる。
　では実際に、商科大学杉本学舎の中央暖房設備について当時の教職員や学生はどのような感
想をもっていたのだろうか。その記録を探したところ『有恒会百年史』（1990 年）の中に当時
の暖房設備についての感想を述べたものがあった。以下はその一文である。
…当初はすべてが物珍しく、殊に図書館の閲覧室は素晴らしく、各人が三方を仕切った机
で静かに読書に耽ける喜びを持つことが出来た。もっとも冬には教室のスチームが利きす
ぎて困った。 烏ヶ辻では乏しい石炭ストーブであったから、贅沢な悩みである（15）。
　この文書を執筆した吉村氏は 1936（昭和 11）年に学部を卒業されており、1934（昭和 9）
年に烏ヶ辻学舎から移転してきた世代にあたる。この吉村氏の感想から察するに、杉本学舎と
烏ヶ辻学舎の両方の経験を持つ当時の学生にとっては、鉄筋コンクリートの真新しいモダンな
学舎群と勉学に良好な環境は新鮮であり、有意義な時間を過ごせる幸福に満たされたことであ
ろう。勢いあまったかのようなスチーム暖房の暖かさは、ボイラが十分に稼働した証拠である。
しかし、1937（昭和 12）年には日中戦争が勃発して日本国内は戦時体制下に入り、そして
1945（昭和 20）年の敗戦を迎えるまで、商科大学内には総力戦による様々な影響が及んだと
大いに考えられる。商科大学が正確にいつごろから戦争による影響を受け始め、どのような状
況に置かれていったのかを明らかにする必要はあるが、暖房設備は不要不急なものとして、あ
るいは戦時下の燃料不足により休止状態に追い込まれた可能性はあり得よう。杉本学舎に通っ
た学生が先の贅沢な悩みをいつごろまで抱けたのか気掛かりなところである。
3．接収期における暖房汽罐室の変容
3 － 1．戦時期および接収期における学舎転用
　1 節において接収期における暖房汽罐室の改修について触れたが、本節ではその改修の目的
について解説していく。ここで接収期という期間を抜き出して、詳細に解説する理由には幾つ
かある。1 つは接収期の杉本学舎が一体どのような使用状況であったかを明らかにできるとい
う点である。1945（昭和 20）年 10 月から 1955（昭和 30）年 9 月のおよそ 10 年間という長
きに渡って杉本学舎は占領軍により接収され、その名も「キャンプ・サカイ」となって米軍基
地としての歴史を経験した。この間の学舎の使用目的や状況について、暖房汽罐室の改修およ
びボイラ設備の改変を通じて、具体的に解明することが可能となる。もう 1 つは占領軍の要求
とはどのようなものだったかを明らかにできるという点である。占領軍は日本駐留のために調
達要求（PD・Procurement Demand）を発出し、必要な物件や物資、労務などを調達するよう
日本政府に求めており、その内容は多岐にわたっていた。この調達要求について暖房汽罐室の
───────────────────────────────────────────────
（15）　吉村健「昭和八年から十一年の時代」『有恒会百年史』 第七節　杉本学舎の学部（広場）171 頁より。
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改修およびボイラ設備の改変を 1 つの事例として捉えることができる。この改修事例を具体的
に明らかにすることにより、暖房汽罐室が変容した理由のみならず、調達要求の特殊性という
ものを明確にすることができるのである。
　杉本学舎の接収時代は、米軍占領からおよそ 1 年前に遡る。1943（昭和 18）年 12 月 30 日
に旧日本海軍から学舎の一時収用の要請があり、1944（昭和 19）年 8 月 3 日に海軍への引き
渡しが行なわれた（16）。同年 9 月 1 日には大阪海兵団（17）が駐留を開始し、最終的にはほとんど
の学舎を収用されるに至った。決戦教育措置要綱が 1945（昭和 20）年 3 月に閣議決定され、
これより 1 年間の授業が完全停止になってはいたが（18）、一部の研究施設には商科大学関係者
が残留しており、また学舎の全部を収用された訳ではなかった。大阪海兵団が杉本学舎をどの
ように使用していたかについては不明である。
　アジア・太平洋戦争の終結後、今度は占領軍による杉本学舎の接収がなされた。本格的な本
土進駐に際し占領軍は連合国最高司令官総司令部（GHQ・SCAP）を設置し、日本駐留のた
めの物件を調達要求という形で日本政府に要求した。調達要求による不動産接収は、大阪市内
だけでも 60 か所以上に上り、その中に商科大学学舎も含まれていた（19）。1945（昭和 20）年
10 月 6 日に大阪海兵団が撤収し、翌日には入れ替わるように米国陸軍第 98 師団第 391 連隊が
学舎接収を開始して、大学当局に対して 1 週間以内の立ち退きを要求した（20）。この占領軍の
接収から 10 年間、杉本学舎は米軍基地として使用されるという時代を歩み、名称も「キャンプ・
サカイ」となった。占領軍により接収された杉本学舎は調達要求により学舎の改修、兵舎の増築、
生活設備の整備という工事が行われた。それは軍施設（あるいは病院施設）としての機能を重
視したものとなっていた。キャンプ・サカイは杉本学舎を「大改造」した施設であった。その
後、朝鮮戦争の勃発により「第 279 米軍病院」としても活用され、徐々に医療施設としての
性質も強めるものになった（21）。「返還財産引渡調書（一括資料）」の中には既存の学舎や施設、
───────────────────────────────────────────────
（16）　海軍からの要請から引き渡しの経緯については『大阪市立大学百年史』全学編上巻 219 頁に詳しく
解説されている。
（17）　海兵団とは軍港、要港の防備、対機兵員の統轄・訓練のため、各鎮守府・各警備府に設置された海
軍機関のひとつであった。大阪海兵団は大阪警備府に所属し、1944（昭和 19）年 9 月 1 日に開団して、
主として新兵の教育・訓練の任務にあたった。『大阪市立大学百年史』全学編上巻 218 頁を参照。
（18）　これ以前に日中戦争開戦より応召兵士として兵役に就く者への歓送行事や戦死者への追悼式を執り
行うことがあった。他に研究体制の戦時化、商科大学高商部の大阪工業経営専門学校への改編、1944
（昭和 19）年の「教育ニ関スル戦時非常措置方針」による学生募集人数の削減というものがあり、戦
争は商科大学の学舎のみならず、教育機関としての機能にも大きな影響を与えた。『大阪市立大学百
年史』上巻 177 ～ 220 頁を参照。
（19）　『大阪市戦災復興誌』534 ～ 541 頁を参照。
（20）　『大阪市立大学百年史』全学編上巻 222 頁を参照。
（21）　朝鮮戦争の勃発により、戦病者の救護および戦死者の遺体の保管と空輸の中継拠点としてキャンプ・
サカイは占領軍にとって、その必要性を増していた。占領軍は大阪市側からの学舎返還の陳情にもな
かなか応じなかった。『大阪市戦災復興誌』539 頁、『大阪市立大学百年史』全学編上巻の本史第 1 章
第 4 節「杉本町校舎返還運動」などを参照。
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ならびに増築物の用途を確認できるリストがある。それによれば、キャンプ・サカイは映画館、
礼拝堂、酒保（売店）、製パン所、下士官クラブ、弾薬庫、病舎、遺体安置所などというよう
な施設を有していた。
3 － 2．接収期におけるボイラ設備の変更内容
　まず、接収期における両暖房汽罐室のボイラ設備の変化について解説する。先に結論から述
べると、接収期の両暖房汽罐室には戦前期の商科大学で用いられていた中央暖房設備を上回る
機能が求められた。占領軍は十分な暖房および給湯という設備を要求しており、両暖房汽罐室
は商科大学時代のボイラ設備をそのまま継承（復帰）することもなく、調達要求に応じたボイ
ラ設備の改造が行われた。1 節では両暖房汽罐室の接収期における建物の変化について述べた
が、その中で両暖房汽罐室に共通した改修内容は、設置されたボイラ本体が変化していること
と、給水ボイラタンクを新設していることである。
　まずボイラ本体の変化についてだが、予科・高商部暖房汽罐室には、ヒノデボイラと、タク
マ式つねきちボイラ A-103 型がそれぞれ 1 基の合計 2 基が据え付けられた（図 12）。このう
ちヒノデボイラには戦前期に設置された屋内外の煙道をそのまま使えたが、つねきちボイラは
ヒノデボイラと異なり燃焼ガスの排出口が反対になるため、内部から東面側壁を伝って外にあ
る煙突に接続するように、つねきちボイラ専用の煙道が新設された。前掲図 4・4 － B の写真
に、その専用煙道が確認でき、図 12 の D の部分に該当する。一方、学部暖房汽罐室では、タ
クマ式つねきちボイラ B-70 型を 1 基、バブコック・アンド・ウィルコックスの水管式ボイラ
を 2 基の合計 3 基が汽罐室内部いっぱいに東西方向に並べて据え付けられていた（図 6・図
13）。つねきちボイラは田熊常吉（現・株式会社タクマの創業者）が発明した水管式の小型ボ
イラである。バブコック・アンド・ウィルコックスとは東洋バブコック（現・バブコック日立）
が製造した水管式ボイラである。「B&W Boiler 130 ㎡」と記されている図 13 の中にあるＢと
Ｃがそれであり、130 ㎡は伝熱面積を表しているものと思われる。
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表 2　接収期における両暖房汽罐室設置ボイラの一覧
予科・高商部暖房汽罐室 学部暖房汽罐室
型　　式 ヒノデボイラ（4000 型 4024 号）
つねきちボイラ
（A-103）
つねきちボイラ
（B-70）
バブコック
アンド
ウィルコックス
（型式不明）
設 置 数
1 1 1 2
（計 2 基） （計 3 基）
製造メーカー 大阪高尾鉄工所 （田熊汽缶製造） （田熊汽缶製造） 東洋バブコック
仕　　様 煙管式 水管式 水管式 水管式
伝熱面積（㎡） 226 103 70 130
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」と大阪調達局「ボイラ所有権に関する資料（一括袋入）」
にあった図 9 の「ヒノデボイラ 4024 号の分解其ノ一・同組立図」、および菅原菅雄『蒸汽罐』（1949
年）を参考にして筆者が作成した。つねきちボイラは汽車製造会社によって製造されていたことが
あったのでカッコ内とした。
 
　　　　
Ａ．ケワニーボイラー
　　（ヒノデボイラ）
Ｂ．水管式ボイラー
　　（つねきちボイラ A-103 型）
Ｃ．給水ボイラタンク
　　（基礎部分）
Ｄ．つねきちボイラ専用煙道
Ｅ．ヒノデボイラ専用煙道
Ｆ．煙突
Ｇ．石炭庫
Ｈ．宿直室
Ｉ．湯殿（浴槽）
Ｊ．便所
Ｋ．スロープ
図 12　接収期の予科・高商部暖房汽罐室内におけるボイラの設置位置
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」の中の附属図面「暖房設備・
給水湯衛生配管図」の一部より。図 3 の①汽罐室内部平面図よりも詳しく
各室やボイラの名称が記載されている。
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図 13　接収期の学部暖房汽罐室内におけるボイラの設置位置
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」の中の附属図面「大阪市商大・汽缶室暖房配管図」より。
図面右が北方向である。A には「Tsunekichi Boiler B-70」、B と C には「B&W Boiler 130 ㎡」と書
かれている。D は給水ボイラタンク、F は煙突、G は「Was（h）ington pump」と書かれているが、こ
れは「Worthington pomp（ウオシントン・ポンプ）」のことである。H は「turbin（e）　pomp（タービン・
ポンプ）」である。
　また、新設された給水ボイラタンク（図 14）は、いわゆる二次ボイラ（熱交換器）の機能
を有するものであり、大量の温水供給を行うためには必要な装置であった。温水をボイラ本体
から抽出することも可能であるが、ボイラ内を循環する水はスケール（湯垢・缶
かん
石
せき
）付着の問
題で純水を使用することが基本となる。しかし純水を温水供給に用いるのは不経済であり、ま
た温水もボイラ内から大量に抽出するとなれば、それが例え一時的な場合であってもボイラ内
の水の急激な減少によって空焚きという事態を引き起こす要因となる。空焚きはボイラにとっ
て大きな損傷を受けかねないものである。そこでボイラの熱源を給水ボイラタンク内で活用す
ることによって水を温水化する方が、ボイラの運転ならびに温水の安定供給に資すると考えら
れたのであろう。以上のように、接収期における両暖房汽罐室ではボイラ設備は拡充され、大
量の温水供給を可能とする設備が追加された。接収期の両暖房汽罐室の改修による変化は「占
領軍の要求」を満たすために実現された結果なのである。
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図 14　予科・高商部暖房汽罐室のタンク室内に設置された給水ボイラタンク
（注）大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」より。図 3 の K にあたる増築物の
内部を北西方向から撮影した写真である。円筒形のものが給水ボイラタンクであり。図 3 の C に該当
する。
3 － 3．温水供給設備の目的
　給水ボイラタンクから得られた温水は、どのような目的で使用されたのであろうか。そもそ
も暖房汽罐室が改修された理由には、この大量の温水供給を行うための必要性も関係している。
すなわち大量の温水供給こそ占領軍に特有な要求であったとも言える。接収期に関する資料を
さらに調査すると、キャンプ・サカイではシャワー室が多く新設されていたことを示す図面や
写真が存在していた。「返還財産引渡調書（一括資料）」の中には、シャワー室に改造された学
部本館の指導室の図面があり（図 15）、「写真集 占領軍より返還状況」には、学部本館（現・
一号館）と高商部校舎（旧・三号館）の部屋がシャワー室に改造された写真が収められていた（図
16）。シャワーは使い捨ての湯水であり、文字通り湯水のように使う占領軍の温水使用は、当
時の日本ではあまり見られないものであった。無論、図 16 の写真にあるようにシャワーを自
由に使うとなれば、給水ボイラタンクの設置は必要不可欠であったと考えられる。これが暖房
汽罐室の改修の特徴であり、占領軍の調達要求の特殊性の一部分と言える。当時の日本は敗戦
による混乱した時代であり、生産設備の疲弊と物資不足という中で占領軍の調達要求を満たす
ことは、かなりの困難を強いられたものと考えられる。それでも調達要求には厳密さが求めら
れ、品質のみならず納期も厳格に指示されていたという（22）。杉本学舎の教室がシャワー室に
改造されたという事実は、勉学の場がまさに米軍の軍事基地としての目的をもって使用された
ことを象徴するものであった。
───────────────────────────────────────────────
（22）　調達要求の性質を示す事例としてボイラの件を挙げる。高尾鉄工所技術部の大塚氏からの聞き取り
調査の中で、米軍基地へ納入するボイラに関するエピソードがあった。占領軍向けに製造されたヒノ
デボイラは必ず品質検査が行われ、それに合格しなければ受領されなかったという。受領後も維持管
理などで現地の基地へ赴くこともしばしばあったという。占領軍が行った品質管理への徹底性は、戦
後日本のボイラ製造と品質管理に少なからず影響を及ぼしたということであった。
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16 － 1：図 15 の E（浴槽） 16 － 2： 図 15 の F（シャワールーム）
①シャワー室新設平面図　②旧平面図　③ A-A 断面図　④ B-B 断面図　⑤ C-C 断面図　⑥ D-D 断面図　
⑦ C´-C´ 断面図　⑧ B´-B´ 断面図　E. 浴槽　F. シャワールーム
図 15　学部本館の 2・3 階の指導室をシャワー室に改造した図面 
（注）大阪調達局「返還財産引渡調書（一括資料）」の附属図面「本館 2・3 階シャワー室 平面・立面図」より。
E は図 16 の 16 － 1 にある浴槽を、F は同じく図 16 の 16 － 2 にあるシャワールームを撮影した場
所を示す。
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おわりに
　本稿では暖房汽罐室という施設の歴史的変遷と、接収期における改修により杉本学舎が占領
軍によってどのように使用されていたのかの一端を紹介した。この調査の進行にとって、一号
館地下書庫から発見された数々の資料の存在は大きいものであった。だが、それらの資料には
損傷や欠損があり、内容的に断片的にしか残されていないものも多く、それらの調査研究には
忍耐を強いられた。それでも当時の資料に接して知り得た史実については非常に興味深いもの
が多く、本学大学史のみならず、日本占領期の生々しい出来事を知る上で、本稿の執筆は筆者
にとって大変意義のあるものだった。より詳細な事柄への言及や資料の内容の精査については、
自らの今後の研究課題として、さらなる調査研究を継続していきたいと考えている。
　そもそも本稿の執筆は、2013（平成 25）年度まで本学経営企画課副参事で 2 部事務室を統
括されていた早田善彦氏から、第 4 合同部室が暖房汽罐室であったという事実を聞かされたこ
とに端を発する。早田氏は長年にわたり本学で勤務されておられた経験から、様々なエピソー
ドを筆者に提供してくださった。その１つの裏付けとも言うべき本稿を書き上げられたことは
筆者にとって喜ばしく、早田氏には記して深く感謝を申し上げたい。そして暖房汽罐室やボイ
ラの調査にあたり、高尾鉄工所の大塚氏のほか、様々な方からご協力を得られたことについて
も御礼申し上げたい。また第 4 合同部室は、1971（昭和 46）年から現在までの 43 年間、本
学第 2 部（夜間課程）学生の課外活動の場として使用されてきた。第 2 部は 2010（平成 22）
年度より新規学生の募集停止を行っており、第 2 部サークル数は減少の一途をたどっている。
第 2 部サークルをまとめ上げているⅡ部サークル協議会が解散するのも間近であり、第 2 部
16 － 3：高商部校舎 2 階教室 16 － 4： 高商部校舎 3 階教室
　図 16　杉本学舎の指導室や教室をシャワー室に改造した写真
（注）大阪市立大学経営管理課保管資料「写真集 占領軍より返還状況」より。16 － A・B 写真には「学部
本館 2-3 階元指導室」と書かれており、写真集に付属されていた「学部本館写真撮影ヶ所平面図」に
よれば、現・一号館の 12B あるいは 13B の室内を撮影したものと示されている。
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専用であった第 4 合同部室の歴史もいずれ幕を閉じる。今後この建物が、どういった経過を歩
んでいくのかは知る由もない。こうした状況を見越して筆者は第 4 合同部室の 1 室を間借り
して本稿を書き上げた。筆者が以前に本学の 2 部学生として、またⅡ部サークル協議会の役員
として関わってきた建物への思い入れのみならず、やがて無くなる第 2 部課程の締めくくりと
いう意味も込めて本稿を仕上げた。ここで述べてきた第 4 合同部室の由来だけでなく、そこに
本学第 2 部の存在があったことも末長く忘れられないでほしいと願っている。
（まつもと　ひろゆき・大阪市立大学大学院経済学研究科 前期博士課程）
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